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日  時 テ ー マ・場 所・講 師 対象・定員 受付開始 

4月 13日(日) 

10:00～11:30 
「ちびっこあつまれ！ 春の自然をさがそう」 

くずはの家指導員 ・ ボランティアの会 
３～６歳の幼児と 

保護者２０名 

4月 1日 

(残りわずか) 

4月26日(土) 

9:30～11:30 
「春の野鳥観察～夏鳥来てるかな？～」 

えのきの会野鳥分科会 ・ くずはの広場指導員 
小学生以上 

30名 
4月 1日 

4月29日(火・祝) 

9:30～15:00 

「くずはの家 春のつどい」 
グリーンオリエンテーリング/もりりんと森の音楽隊/ 

はだの名水喫茶/空飛ぶもりりん竹とんぼ作り/ 

きらめくとりはなブローチ作り（秦野ガス） 

どなたでも 

(工作は 

先着２００名) 

当日受付 

14:00まで 

5月3日(土) 

9:30～11:30 
「くずはカップ争奪 ミニモルック大会」 
えのきの会自然遊び分科会 ・ くずはの広場指導員 

どなたでも 

８ 組 
4月 15日 

5月3日(土) 

  ～6日(火・祝) 

9:30～16:30 

「ゴールデンウィーク ウォークラリー」 
場所 ： くずはの広場 

「自然素材のおもちゃコーナー」 
場所 ： くずはの家研修室 

どなたでも 
当日受付 

（ウォークラリーの

受付は 16時まで） 

5月22日(木) 

    23日（金） 

18:30～20:30 

「ほたるの観察会」 
くずはの広場所長 

小学生以上 

各日30名 
5月 1日 

5月24日(土) 

9:30～11:30 

「知ろう 探そう  

川の中の小さな小さな水生昆虫」 
えのきの会水辺分科会 ・ くずはの広場指導員 

小学生以上 

20名 
5月 1日 

 

３月の活動 

定例会：1回目は、大量のクスノキの剪定枝を

落ち葉捨て場に運びました。別日に臨時作業も

設けるほどの大変な重労働になりましたが、皆

さんが頑張ってくださり、きれいな広場になり

ました。2回目は、竹の名札のペンキ塗りと、

どんぐり山の剪定枝や草刈り後の片付けなどを

行いました。最後に、長年勤めた味埜指導員の

退職お疲れ様会もおこないました。また別の日

に、臨時的に野鳥の土手の整備も行い、絡みつ

いたつる草などを除去しました。 

花壇の会：花壇の中を片付け、腐葉土を撒きま

した。とんぼのせせらぎ：緑地内の杉材を運ん

で、せせらぎに架かる橋の修理を行いました。 

☆これからの活動 

定例会：4/17(木)、5/4(日)、5/15(木) 

花壇の会：5/2(金)  

とんぼのせせらぎ：4/24(木) 
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葛葉川ふるさと峡谷だより 

くずはの家 行事案内  
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昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴・夜の行事：小学生以下は保護者同伴  

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail：kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp  

４月の休館日 

７日、１４日、２１日、２８日、３０日 

５月の休館日  

７日～９日、１２日、 

１３日、１９日、２６日 

秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家HPがあります！ 

 
秦野ガス・ネイチャーパー

参加者の声 ・「おたまじゃくしは黒色」という思い込みが

なくなりました。あんなにきれいな金色と黒の斑点を見せ

てもらって驚きでした。子どもが笑顔で参加できる工夫が

ちりばめられていてありがたかったです。 

・チョコがおたまじゃくしに人気があったのと、生まれたば

かりのおたまじゃくしに、えらがあったのがびっくりしまし

た。 

・1時間でしたがたくさんの鳥の声や姿が見ら

れて楽しかったです。なかなか名前を覚えられないのですが

わかりやすい解説付きで観察することができたのでよかっ

たです。ありがとうございました。 

・野鳥観察会は初めて参加させて頂きましたが、多数の鳥を

見ることができ、とても楽しい時間でした。皆さま親切でく

わしくお話して下さいました。また参加したいと思います。 

参加者の声 

3/16(日) おたまじゃくしの観察会 （２０人） 2/11(火・祝)・3/9(日) ミニ野鳥観察会 （延べ３８人） 

 

 

ホームページ メールアドレス 

3/22(土)～30(日)  
春休み企画展 「いろいろな
動物標本展」 （延べ430人） 

 

行事報告

・ふわふわのぬい

ぐるみが触ってみて気持ち良

かった。たくさんの工程ででき

ていることがわかった。作り手

の熱意が伝わってきました。動

物の皮、骨の展示できれいでか

わいく見ることができてとても

良かった。こわくない。体のつく

りがよくわかる。触れるのもう

れしい。また見たい。 

いることがわかった。作り手の熱意が伝わってきました。 

・一頭の個体から、ぬいぐるみと骨標本と二つの標本をつくっ

てすごいですね。子どもと楽しく写真とれました。 

参加者の声 

春になると、咲き始めたいろいろな花の上をある時

は素早く飛び去り、またある時は空中に静止する、１

cm ほどの茶色い毛玉のような虫を見ることができま

す。よく見ると体長の半分ほどもある、黒い長く伸び

た“くちさき”(口吻と言います)を持っているので、他

の昆虫とは簡単に区別できます。 

この虫はビロウドツリアブと言う名前のアブの仲間

です。ビロウドツリアブは漢字で書くと、「天鵞絨吊虻」

と書き、体に細かい毛が密集している様子を「天鵞絨

(びろうど）」、空中に静止してまるで糸で吊り下げられ

たように見えるところから「吊虻(つりあぶ）」という

和名が付いています。ちょっと見た目はマルハナバチ

類に似ていますが、この虫は花の蜜を吸うアブの仲間

で、刺したり噛みついたりはしないので、安心して観

察することができます。ビロウドツリアブは、３月か

ら４月頃の春先に、年に一回だけ成虫が出現するスプ

リング･エフェメラル(春のはかないもの)と呼ばれる

生き物(植物や昆虫)の一つです。スプリング･エフェメ

ラルの代表的な生き物は、植物ではカタクリやキクザ

キイチゲ、ニリンソウなどが知られており、昆虫では

ビロウドツリアブの他、ギフチョウやウスバアゲハ(ウ

スバシロチョウ)などがいます。 

咲き始めた花に、コロコロモフモフしたこの虫が現れ

ると、一気に春の訪れを感じます。 

春になると、成虫を見ることはできるのですが、たく

さんの研究者やアマチュアが観察しているのにもかか

わらず、その前後の生活史はほとんど知られていませ

ん。 

生態で分かっていることは、土中に巣を作り、花粉と

花の蜜を集めて子育てをするヒメハナバチ類に寄生し

ているということです。 

その際、集めた花粉や蜜だけを盗んでいるのか、ある

いはハナバチの幼虫まで捕食しているのか？また、ど

うやって、土の中のヒメハナバチの巣に侵入するの

か？どこで蛹になり、どこで越冬しているのか？など

分かっていないことは、とにかくたくさんあります。 

身近にいるのに謎だらけの生き物が、葛葉緑地にはた

くさん生息しています。皆さんも是非研究してみてく

ださい。に開花すると言います。この方法で計算した

咲き始めた花に、コロコロモフモフしたこの虫が現

れると、一気に春の訪れを感じます。 

春になると、成虫を見ることはできるのですが、たく

さんの研究者やアマチュアが観察しているのにもかか

わらず、その前後の生活史はほとんど知られていませ

ん。生態で分かっていることは、土中に巣を作り、花粉

と花の蜜を集めて子育てをするヒメハナバチ類に寄生

しているということです。 

その際、集めた花粉や蜜だけを盗んでいるのか、ある

いはハナバチの幼虫まで捕食しているのか？また、ど

うやって、土の中のヒメハナバチの巣に侵入するの

か？どこで蛹になり、どこで越冬しているのか？など

分かっていないことは、とにかくたくさんあります。 

身近にいるのに謎だらけの生き物が、葛葉緑地にはた

くさん生息しています。皆さんも是非研究してみてく

ださい。 
文：くずはの広場所長 高橋孝洋 

ビロウドツリアブ 

 


